






要約 ゼラチン粒子凝集法(PA 法)で、比較的低力価の抗体値をとる検体について種々の検

査法、即ち、間接蛍光抗体法(IF 法)、EIA 法、PCR法、WB 法を行った。その結果、どの検

査法でも陽性と判定される検体が少数存在したが、大部分は判定結果にばらつきがみられ

た。従って、判定不一致検体をどのように取り扱うかは結論は出なかったが、各種測定法

の問題点を考えてみたい。 


